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控
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帖

問本庁舎学校教育課　内2365

「プロジェクト進行中！
幼稚園や学校での取り組み②」

　コオーディネーショントレーニング（COT）は、
子どもたちの体力向上だけでなく、学力の向上や
感性と知性を伸ばし豊かな人間性を養う目的で導
入しています。
　各学校で取り組みが進んでいますが、信夫一
小では、校長先生が子どもたちに直接COTを指
導しています。昨年度、同校は「気づき、考え、
実行する」という態度目標がある青少年赤十字（
JRC）の実践研究を行いました。指導者が教え込
むのではなく、子どもたち自身が自分の身体の動
きや運動の仕方に気づくCOTの指導法と、JRC
の考え方は通じるものがあります。
　COTを活用した体育の授業では、基礎トレー
ニングでどのように動いたらよいかや、競技形式
の運動でどのような作戦を立てたらよいかを考
え、実際に動きます。

Vol.7

《気づき、考え、実行する》

《笑顔で光り輝く人生を送る》

★次回「人間の学習と動物の学習」をご紹介します。

第
４
回　

戊
辰
戦
争
の
考
察
文
②

　体育に限らず、教育活動のすべてでCOT理論
が活用できます。誰にでもできる動きや、大人が
子どもとどう関わるかを工夫することで、子ども
たち自身が運動や勉強の能力を高めることができ
るのです。

　COT基礎運動のラデ
ィアン（radiant）には、
「内側から光り輝く」とい
う意味があります。徳島
大学荒

あら

木
き

名誉教授が、子
どもたちをはじめ、誰も
がより笑顔で光り輝く人
生を送れるようになると
いう意味を込めました。 ▲ラディアン（がにがに体操)

▼森要蔵の門人山
やま

田
だ

ゆかが描いた①東京（江戸）麻
　布長坂の森先生の道場、②森先生のおすがた

江戸における森要蔵の評判
は戯れ歌にもなりました。
「保科には 過ぎたるもの
が二つあり 表御門に森要
蔵」　「麻布長坂 目の下な
るに 何故か保科さん 森の
かげ」

　

森
要
蔵
は
、
肥ひ

後ご

熊
本
藩
士
の
六

男
。
神
田
お
玉
が
池
千ち

葉ば

周し
ゅ
う

作さ
く

の
北ほ

く

辰し
ん

一
刀
流
玄げ

ん

武ぶ

館
に
入
門
し
、
若
く

し
て「
玄
武
館
の
四
天
王
」に
数
え
ら

れ
ま
し
た
。
千
葉
道
場
は
桶お

け

町
に
も

あ
り
、
土
佐
の
坂さ

か

本も
と

龍り
ょ
う

馬ま

は
そ
こ
の

塾
頭
で
し
た（
司し

馬ば

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

の
長
編

小
説『
竜
馬
が
ゆ
く
』の「
安あ

ん

政せ
い

諸
流

試
合
」の
な
か
に
は
、若
き
日
の
坂
本

龍
馬
が
、
江
戸
で
森
要
蔵
と
剣
術
の

試
合
を
し
た
一
節
が
あ
り
、
創
作
で

す
が
要
蔵
の
面
影
が
偲し

の

ば
れ
ま
す
）。

　

要
蔵
は
そ
の
後
、
常ひ

陸た
ち

土
浦
藩
の

剣
術
指
南
役
を
へ
て
、
上か

ず
さ総
飯い

い

野の

藩

保ほ

科し
な

家
三
万
石
（
千
葉
県
富ふ

っ

津つ

市
）

に
、
中
小
姓
・
剣
術
指
南
役
と
し
て

登
用
さ
れ
、
藩
主
保
科
正ま

さ

丕も
と

は
、
麻

布
長
坂
の
上
屋
敷
近
く
に
道
場
を
開

か
せ
て
い
ま
す
。

　

飯
野
藩
保
科
家
と
会
津
藩
松
平
家

は
同
族
で
、
そ
の
う
え
、
正
丕
の
娘

照て
る

姫ひ
め

が
、
松
平
家
に
養
女
と
し
て

入
っ
て
い
ま
し
た
。
戊
辰
戦
争
が
お

こ
る
と
、
飯
野
藩
は
抗
戦
派
と
恭
順

派
が
対
立
葛
藤
し
ま
す
。

　

こ
の
と
き
要
蔵
は
、
次
の
藩
主
・

保
科
正ま

さ

益あ
り

不
在
の
留
守
を
預
か
っ
て

い
た
家
老
ら
の
黙
認
の
も
と
に
脱
藩

し
、
会
津
藩
の
救
援
に
向
か
い
ま
し

た
。
次
男
の
虎と

ら

雄お

、
高こ

う

弟て
い

の
勝か

つ

俣ま
た

音お
と

吉き
ち

は
じ
め
、
藩
の
同
志
と
門
弟
た
ち

義
勇
の
志
士
、
28
名
が
要
蔵
に
同
行

し
て
い
ま
す
。

　

慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
戊
辰
、

７
月
１
日
。
森
要
蔵
ら
は
、
会
津
藩

兵
や
新
選
組
隊
士
と
と
も
に
、
白
河

城
の
西
北
、
羽は

太ぶ
と

村
（
西
郷
村
）
で
、

板い
た

垣が
き

退た
い

助す
け

率
い
る
土
佐
藩
八
番
隊
と

激
突
。
身
を
挺て

い

し
て
進
み
奮
戦
し
ま

す
が
、
敵
３
人
を
屠ほ

ふ

っ
て
斃た

お

れ
、
息

子
虎
雄
も
ま
た
狙
撃
さ
れ
、
28
名
の

う
ち
生
き
残
っ
た
の
は
６
名
で
し
た
。

　

森
要
蔵
享
年
59
。
虎
雄
16
。
要
蔵

の
長
女
ふ
ゆ
は
、
戊
辰
の
後
、
勝
俣

音
吉
と
結
婚
し
ま
し
た
が
、
３
年
で

夫
は
夭よ

う

逝せ
い

。
そ
の
後
、
飯
野
藩
家
老

の
家
柄
で
、
父
要
蔵
の
一
番
弟
子

だ
っ
た
野の

間ま

好よ
し

雄お

に
嫁
ぎ
、
出
版
社

の
講
談
社
と
野
間
道
場
の
創
業
者
野の

間ま

清せ
い

治じ

を
生
み
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
っ
た「
タ
イ
ガ
ー
・
モ
リ
」で
知

ら
れ
る
森も

り

寅と
ら

雄お

は
要
蔵
の
曾ひ

孫ま
ご

で
す
。

（
文
・
安あ

ん

司じ

弘ひ
ろ

子こ

）

森要蔵は、西郷村
羽太の大

だい

龍
りゅう

寺に埋
葬され「戦死墓」
に名前が刻まれて
います。

《
義
士　

森も
り

要よ
う

蔵ぞ
う

》

②①


